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要 旨 

武蔵高等学校中学校の標本庫で，東京都レッドリスト 2020 で絶滅に指定されているベッ

コウトンボの東京産標本が見つかった。「1926 年 5 月 12 日 練馬」の採集標本で，本種は

石神井川周辺の練馬駅北部にも生息していたことが分かった。いくつかの文献によれば，

当時から東京でも稀種と記録されており，この標本は数少ない東京産標本の一つとしてま

とめられる。本種は世界的にみても絶滅が危惧され，今回見つかった標本は戦前の東京の

環境を示す自然史標本として重要である。 

 

Keywords: ベッコウトンボ，Fauna Musashinensis, 学校収蔵標本，平山修次郎， 

昆虫標本，武蔵高等学校，自然史標本，絶滅危惧種   

 

はじめに 
東京都（本土部）には 90 種ほどのトンボが知られており，そのうちの 9 種が絶滅したと

される（東京都環境局自然環境部，2020；喜多 編，2021）。その 9 種とは，コバネアオイト

トンボ，グンバイトンボ，オオセスジイチトンボ，マダラヤンマ，メガネサナエ，キイロヤ

マトンボ，オオキトンボ，ハッチョウトンボ，ベッコウトンボである。今回，そのうちの１

種，ベッコウトンボの東京産標本1点が武蔵高等学校中学校の標本の整理中に見つかった。

本種は世界的にみても絶滅が危惧される昆虫でもあり，採集情報の明確な東京都絶滅種の

標本の発見は，生息の記録の直接的な証拠として重要であることから報告する。 

 

１．ベッコウトンボ 
ベッコウトンボ Libellula angelina は，日本，中国中部～北部，朝鮮半島に生息し，日本

の横浜を模式産地として Selys により 1883 年に記載されたトンボである（松木，1997）。日

本ではかつて本州の宮城県以南から九州にかけての止水域に分布していた。平地～丘陵地
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生徒が「感銘を受けた古典」として選んだ上位の「かのように」「大衆の反逆」「形而上

学」は，いずれもゲストをお呼びしたときであった。ゲストの存在が対話を深めてくれた

ことに感謝している。また、上位 3 作品を選ぶアンケート集計も，結果的には 10 作品に分

散していた。それぞれの「古典」が生徒にとって印象に残っていた。「古典」の持つ教育力

の大きさと今後の可能性を強く感じざるをえない。

生徒にとっても感銘を受けた「古典」の一つであるオルテガの「大衆の反逆」には，次

のようなフレーズがある。

「人間についての，もっとも根本的な分類は，次のように二種の人間に分けることである。

一つは，自分に多くを要求し，自分の上に困難と義務を背負こむ人であり，他は，自分に

なんら特別な要求をしない人である」

前者がオルテガの言うところの「選ばれた少数者」であり，後者が「大衆」ということ

になる。ただし，オルテガは「選ばれた人とは，他人よりもすぐれていると思い込んでい

る気取り屋ではない」「社会を大衆と優れた少数派に分けるのは，社会階級の区分ではなく，

人間の区分であって，上層，下層の階層序列とは一致するはずがない」とも述べている。

（『大衆の反逆』中央公論社（中公クラシックス），2002 年 391-392 頁）

この部分においても，活発な生徒の対話が行われたことをよく覚えている。

武蔵生は，社会的には恵まれた存在であると思う。だからこそ，決して思い上がった高

慢な気もちではなく，オルテガのいうところの「選ばれた少数者」という気概を持ってほ

しいと願っている。

本講座での様々な経験が，今後の武蔵生の生き方に寄与するとしたら，望外の喜びであ

る。

 
対話の様子（2020 年度） 
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のヒメガマなどの抽水植物が繁茂し周囲に草原のある池沼で，植生遷移が進む途中段階の

開放水面がまばらにみえる水域を好む。成虫は 5–6 月に出現し水面に打水産卵する。各翅

に 3 個の濃褐色斑を持ち，成熟前に体や翅斑が飴色（黄褐色）をしていることから「鼈甲」

の名前がついている（尾園ほか，2021 など）。 

本種は，都市化に伴う環境変化に加え環境適応力に乏しいことから世界的に数を減らし

ており，国際自然保護連合の 1986 年の「IUCN 絶滅危惧種レッドリスト」で critically 

endangered とされている。日本においても，全国的な生息地の消滅から 1991 年に環境庁発

行の「日本版レッドデータブック」で絶滅危惧種として最初に掲載され（環境庁自然保護

局野生生物課 編，1991），1994 年には「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関す

る法律（種の保存法）」の対象種となり，原則採集が禁じられている。最新の「環境省レッ

ドリスト 2020（https://www.env.go.jp/press/files/jp/114457.pdf）」でも最も高いランクである絶

滅危惧 IA 類（CR）に指定されており，残された生息地で精力的な保護活動が行われてい

るが，静岡県桶ヶ谷沼や鹿児島県蘭牟田池など数少ない場所に僅かに残っているだけであ

る（細田，1992；松木，1997；松木，2008 など）。 

 

２．標本の記載 
 

Order Odonata 蜻蛉目（トンボ目） 

Family Libellulidae トンボ科 

Libellula angelina Selys, 1883 ベッコウトンボ 

採集日：12-5-1926 [1926 年 5 月 12 日] 
採集地：Nerima, Tokyo [練馬，東京] 
採集者：S. Hirayama [平山修次郎] 

 
ラベルの記載：ベツカフトンボ／Libellula angelina Selys 
大きさ ：体長 45mm，後翅長 34mm 
標本の状態 ：腹部の一部が破損し，中の心棒がみえている。 
収蔵場所：武蔵高等学校中学校の第二標本庫の標本棚 D7-A の箱番号 39 のドイツ箱で見

つかった（図 1・2；白井ほか，2020）。今回，仮の登録番号として MKG-In-
39018 を与えた。 

備考：採集地の「練馬」は，旧制武蔵高等学校が創立早期に行った「武蔵野動植物相調査」

で対象とされた代表的採集地の一つで，その成果物のひとつである Floula 

Musashinoensis の地図に示されている（Musashi Koto Gakko, 1926）。現在の練馬駅

 

（西武池袋線）北部，練馬 2・4 丁目，桜台 4・5 丁目付近にあたる。前述の地図を

元にすると，駅から北部約 680m までの石神井川の南の範囲に位置し，石神井川に

繋がる細い二つの谷戸地形とその周辺に僅かな水田がある（図 3；亀岡，2021 も参

照）。同年，同所での採集標本として，クロゲンゴロウ（MKG-In-37054；福田・白

井，2020）のほか，カワトンボやアオハダトンボ（未発表），水生半翅目などが確認

されている（岸田・白井，準備中）。 
 

３．ベッコウトンボの東京での記録 
「東京都レッドリスト 2020」では，ベッコウトンボは区部・多摩部・本土部で EX（絶滅）

である（東京都環境局自然環境部，2020）。記録は 1930 年代に多く，確実なものは概ね 1950

年代までとある。過去の文献や標本記録から，東京の当時の生息地や採集年の記録を探り，

発見された武蔵高等学校中学校の標本の位置づけを探る。 

 

．当時から「稀」とされていた東京産ベッコウトンボの生息記録 
本標本が採集された昭和初期の東京郊外の記録をみると，約 90 年前に東京に生息するト

ンボ目録を作成した奥村(1932)でも「稀」，井の頭産の標本写真が掲載されている平山(1933)

の図鑑でも「東京地方ニテハ五月頃出現スレドモ少ナシ」，石倉(1935)の井の頭・善福寺・

石神井池のトンボ目録でも「稀（1932-5-29 善福寺川で 1，1935 年に三寶寺池で 2 頭）」と

ある。東京府土木部(1938)で加藤正世が作成した目録でも「關戸附近には多いとのことであ

る」が，「石神井にては稀種」と記述されている。関戸（多摩川・蓮光寺付近）については，

朝比奈(1985)が 1935 年前後にその地域では「シーズンには夥しい数」と懐古している。 

本種は旧制武蔵高等学校が 1929 年に発行した Fauna Musashinensis No.1 にも掲載されて

いる（Musashi Koto Gakko, 1929）。4 月と現在より少し早い時期に，「貫井」で採集された記

録があり，生息数は「rare」とされている。「貫井」は今回見つかった標本の採集地の「練

馬」と同じく学校周辺の現在の西武池袋線の中村橋駅～富士見台駅の北部（練馬区貫井付

近）にあたる（図 3）。どちらも石神井川に繋がる南付近の細い谷戸地形の水田やその周辺

で採集されたものといえる。 

このように標本が採集された 1920–1930 年代において，東京での文献記録の多くは「稀」

となっていた。ベッコウトンボは，平地のヨシやガマが疎らに生える遷移の途中で池が陸

地に変わる直前の段階での環境を好むため，約 100 年前の東京でも本種にとって適した環

境はごく一部地域を除きそれほど多くなかったのかもしれない。本標本はそうした状況下

で採集された希少な自然史標本といえる。 
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．東京産標本の記録 
東京産のベッコウトンボ標本がどれだけ残っているかを調べるために，サイエンスミュ

ージアムネット（https://science-net.kahaku.go.jp/ 2022/05/17 確認）で検索した。その結果，

国立科学博物館収蔵の 1933–1936 年のいずれも 6 月に関戸で採集された 29 点と，1926 年 5

月に Totsuka（新宿区戸塚）で採集された 1 点が確認できた（表 1）。関戸の標本は恐らく朝

比奈正二郎の採集品と思われる（朝比奈，1958；国立科学博物館 トンボ類（朝比奈コレク

ション）https://www.kahaku.go.jp/research/department/zoology/collection/dragonfly_asahina.html）。 

また，個人コレクションの図録を中心にいくつか東京産の標本が確認できた。佐々木忠

次郎の明治～大正期とみられる東京産が 2 点（矢後 編，2018），加藤正世の 1930 年代とみ

られる石神井産が 4 点あった（練馬区立石神井公園ふるさと文化館 編，2015）（表 1）。前

稿（白井ほか，2020）でも指摘したように，武蔵高等学校中学校に残る平山修次郎の昆虫標

本は，標本情報の少ない 1920 年代の東京産昆虫相を示すコレクションとしての価値を見出

せる可能性もある。 

他にも，朝比奈（1989）は 1935 年時点で北大昆虫学教室に保管されていたトンボ標本を

リストしており，その中から本種の「Nippiri, Tokyo, 3. V.」と「Tokyo, Uchida-Seinosuke」と

ラベルされた東京産標本 2 点の記録を確認できた（表 1）。前者は日暮里で 1935 年以前の 5

月 3 日に採集されたことは分かるが詳細な年は不明，後者は採集者の内田清之助の情報か

ら産地や採集年などが推定できる可能性はあるものの，どちらも自然史標本としては情報

が欠けており不十分である。それに対して，今回新たにみつかった本標本は採集日と採集

場所が合わせて記載されており自然史標本としての利用可能性が高いといえる。 

なお，1929 年発行の Fauna Musashinensis No.1 に記録されている貫井（東京都練馬区）の

証拠標本は現時点でもみつかっていないが，今回発見されたベッコウトンボ標本は，採集

年，採集地，採集者の情報とそれらが書かれた採集ラベルの同一性から Fauna Musashinensis

の基礎資料のひとつと考えられる（白井ほか，2020；2022）。 

 

表１．東京産ベッコウトンボ標本の記録

 

場所
採集者・

コレクション 点数 写真 所在 出典
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おわりに 

本研究では，学校に残っている標本の整理中にみつかったベッコウトンボの標本を報告

した。文献調査から東京でも当時から稀であったことに加え，本標本が採集情報の揃った

自然史標本であること，Fauna Musashinensis の基礎資料であることを示した。本種は，現在

ごく限られた場所にしか生息していない世界的にも絶滅が危惧される生物であり，今回み

つかった標本は，練馬駅近くの石神井川周辺における本種の直接的な生息の証拠として残

していく必要がある。 

学校には，地域の古い生物標本が保管されていることがあるが，その多くが管理されず

廃棄の危機にさらされている（説田，2018）。今回の事例のように，学校周辺で採集された

生物標本の中から，明確な採集情報が記録された自然史標本の発見に繋がるものもある。

そのため，学校収蔵標本はかつての生物多様性を把握する上で潜在的な価値を持ち，その

情報の集約は急務の課題といえる。 
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武蔵高等学校中学校収蔵の

戦前の東京産キバネツノトンボ標本とその生息地

 
白井 亮久 1*・内山 旬人 2・3・内山 えりか 3 

（1生物科・2小美玉市立小川南小学校・3茨城県小美玉市） 
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要 旨 

武蔵高等学校中学校標本庫内に保管されていた昆虫標本からキバネツノトンボ標本２点

を確認した。1926 年 6 月に平山修次郎により，和田山（現在の東京都中野区北部，哲学堂

付近）で採集された標本で，これらは旧制武蔵高等学校が創立草期に行った「学校周辺の

生物調査」に関連するものと考えられる。和田山において，同時期に採集された動植物の

記録と合わせて当時の自然環境を推定し，その場所が本種の原生的な生息環境であった可

能性を示した。また，その後の土地利用の変化による生息地の消失について考察した。本

種は東京都レッドリスト（本土部）2020 では絶滅種に指定され，戦前の東京の環境を示す

自然史標本といえる。 

 

Keywords:  Fauna Musashinensis，学校収蔵標本，平山修次郎，キバネツノトンボ， 

昆虫標本，自然史標本，東京都絶滅種 

 

はじめに 
キバネツノトンボ Libelloides ramburi は，アミメカゲロウ目（脈翅目）ツノトンボ科に属

す完全変態の食虫性昆虫である。体長は 20–25mm 程度で，その名の通りトンボのような

見た目をしているがウスバカゲロウの近縁種である。先端が膨らむ長い触角が特徴的で，

前翅は透明，後翅は黄色と黒色のまだら模様をしていることから，「美しい昆虫（美麗種）」

として紹介されることもある（加藤，1930；平嶋・森本，2008 など）。 
本種は採草地や河川敷などの定期的な環境攪乱を受ける草地に生息する（苅部・加賀，

2021）。オスは日当たりの良い草原を飛行することが多く，メスはイネ科植物の茎に卵を産

む。ススキなどのイネ科植物が広がる比較的面積の大きな高茎草地を好むとされるが，現

在の東京都内では萱場の消失や草地の減少により，1940 年以降の記録がないことから，「レ

ッドデータブック東京 2013（東京都環境局自然環境部，2013）」，「東京都レッドリスト（本

 

 
図３．東京都内におけるベッコウトンボ標本の採集地

1920～1930年代に都内で採集されたベッコウトンボの記録を地図に示した（グーグルマップ）。上段の赤枠

の拡大したものは，Florula Musashinoensis(1926年発行)に掲載されている「武蔵高等学校周辺生物相調査

の地図」で，1926年当時を表しており，川の周辺の緑色は水田を示す。ベッコウトンボは練馬区では石神井

池（東京府，1938）のほか，その下流の石神井川の複数の場所（貫井，練馬）でみられたことが分かる。 
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